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1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
地
球
防
衛
軍

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
３
１
５
Ｑ

【
作
者
名
】

　
愚
者

【
あ
ら
す
じ
】

　
２
０
１
５
年
、
人
類
は
未
知
の
宇
宙
人
と
の
戦
争
を
開
始
し
た
。
彼
ら
に
対

抗
す
る
組
織
、
「
地
球
防
衛
軍
」
の
一
員
、
藤
原
 

筧
の
戦
い
を
描
く
。
「
Ｔ

Ｈ
Ｅ
地
球
防
衛
軍
」
の
二
次
創
作
で
す
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ



2

序
章
・
戦
時
下
 

１
（
前
書
き
）

不
定
期
更
新
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ

話
の
短
さ
は
ご
容
赦
下
さ
い
（
‾
▽
‾
；
）



3

序
章
・
戦
時
下
 

１

序
章
・
戦
時
下
 

１

俺
、
藤
原
 

筧
は
、
輸
送
車
に
揺
ら
れ
て
い
た
。

周
囲
に
は
α
チ
ー
ム
の
仲
間
達
が
座
り
、
硬
い
表
情
で
落
ち
着
き
な
く
身
体
を

動
か
し
て
い
る
。

俺
は
と
い
う
と
、
割
と
気
持
ち
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

標
準
装
備
の
ラ
イ
フ
ル
・
Ａ
Ｓ
－
１
８
を
確
認
し
、
欠
伸
を
す
る
。

途
端
に
前
方
か
ら
怒
鳴
り
声
が
飛
ん
で
き
た
。

「
お
い
藤
原
ぁ
！
！
ま
さ
か
寝
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
！
？
」

豪
 

剛
隊
長
だ
。

映
画
に
出
て
く
る
よ
う
な
、
ま
さ
し
く
「
鬼
」
と
形
容
す
べ
き
顔
が
こ
ち
ら
を

向
い
て
い
た
。

「
眠
い
ん
で
す
」

「
馬
鹿
野
郎
、
こ
れ
か
ら
戦
場
だ
ぞ
藤
原
ぁ
！
！
」

豪
隊
長
が
再
び
怒
鳴
り
、
何
や
ら
熱
く
語
り
出
し
た
。

そ
う
、
戦
場
。

こ
の
平
和
な
は
ず
の
、
つ
い
数
年
前
は
憲
法
で
戦
争
を
禁
じ
て
い
た
日
本
は
、

今
や
戦
場
だ
っ
た
。

敵
は
ア
メ
リ
カ
で
も
北
朝
鮮
で
も
な
い
。

日
本
の
内
戦
で
も
な
い
。



4

－
－
－
－
宇
宙
人
だ
。
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序
章
・
戦
時
下
 

２

序
章
・
戦
時
下
 

２

２
０
１
５
年
、
８
月
２
９
日
。

そ
の
日
、
人
類
は
宇
宙
人
と
の
戦
争
を
開
始
し
た
の
だ
。

戦
争
の
最
前
線
で
戦
う
の
が
、
俺
達
Ｅ
Ｄ
Ｆ
（
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
 

Ｄ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｓ

ｅ
 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
）
。

今
現
在
も
、
任
務
に
向
か
っ
て
い
た
。

「
お
前
ら
、
作
戦
の
最
終
確
認
だ
！
！
」

目
的
地
が
近
い
の
か
、
豪
隊
長
は
俺
へ
の
説
教
を
止
め
て
言
っ
た
。

「
東
京
都
心
に
敵
生
物
が
発
生
し
た
。

一
般
市
民
の
被
害
を
食
い
止
め
る
為
、
我
々
は
全
て
の
敵
生
物
を
駆
逐
す
る
。

何
か
質
問
は
？
」

余
り
に
ざ
っ
く
り
し
た
言
葉
だ
が
、
特
に
疑
問
を
持
つ
奴
は
い
な
か
っ
た
。

い
つ
も
こ
ん
な
調
子
な
の
だ
、
Ｅ
Ｄ
Ｆ
は
。

地
球
防
衛
軍
と
言
う
と
立
派
だ
が
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
急
拵
え
の
組
織
に
大
し
た
力

な
ど
あ
る
わ
け
が
な
い
。

そ
ん
な
風
に
考
え
て
い
る
と
、
ど
う
や
ら
目
的
地
に
到
着
し
た
ら
し
く
、
輸
送

車
が
急
停
止
し
た
。

「
到
着
だ
。
行
く
ぞ
！
！
」

豪
隊
長
の
言
葉
に
俺
達
は
立
ち
上
が
り
、
戦
場
に
飛
び
出
し
た
。
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序
章
・
戦
時
下
 

３

序
章
・
戦
時
下
 

３

外
に
出
た
俺
は
、
す
ぐ
に
Ａ
Ｓ
－
１
８
の
弾
倉
を
セ
ッ
ト
し
、
赤
い
ロ
ケ
ッ
ト

ラ
ン
チ
ャ
ー
・
ゴ
リ
ア
ス
－
１
を
背
負
い
直
す
。

今
い
る
の
は
、
東
京
都
心
の
ビ
ル
街
だ
。

随
分
と
派
手
に
暴
れ
て
い
る
よ
う
で
、
静
か
な
こ
の
場
所
と
は
違
い
、
数
キ
ロ

先
か
ら
は
爆
音
と
銃
声
が
響
い
て
い
る
。

先
行
し
た
δ
チ
ー
ム
だ
ろ
う
。

『
無
線
を
確
認
し
ろ
』

豪
隊
長
の
声
が
、
無
線
を
通
し
て
全
員
に
伝
わ
る
。

一
通
り
確
認
す
る
と
、
豪
隊
長
が
言
っ
た
。

「
よ
し
、
第
一
分
隊
は
俺
と
来
い
。

第
二
分
隊
は
、
樋
野
、
お
前
が
指
揮
し
ろ
。

東
側
の
ル
ー
ト
か
ら
向
か
え
。

第
三
分
隊
は
・
・
・
・
・
」

豪
隊
長
の
指
示
を
聞
き
な
が
ら
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
見
る
と
、
市
街
地
の
北
側
が
赤
く
染

ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
が
全
て
敵
だ
と
思
う
と
気
が
滅
入
る
が
、
や
る
し
か
な
い
。

「
作
戦
開
始
！
！
」

豪
隊
長
の
声
と
と
も
に
散
っ
て
い
く
隊
員
達
に
混
じ
り
、
俺
は
駆
け
出
し
た
。
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序
章
・
戦
時
下
 

４
（
前
書
き
）

更
新
遅
れ
す
み
ま
せ
ん
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ
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序
章
・
戦
時
下
 

４

序
章
・
戦
時
下
 

４

か
つ
て
は
若
者
の
町
だ
っ
た
渋
谷
は
、
今
や
エ
イ
リ
ア
ン
と
人
類
の
戦
場
だ
っ

た
。

エ
イ
リ
ア
ン
と
は
い
う
が
、
ど
う
見
て
も
超
巨
大
な
蟻
だ
。

エ
イ
リ
ア
ン
が
ど
ん
な
目
的
を
持
っ
て
い
る
に
せ
よ
、
連
中
の
セ
ン
ス
に
は
正

直
負
け
た
と
し
か
思
え
な
い
。

幼
い
頃
、
蟻
の
巣
に
水
を
入
れ
て
遊
ん
で
い
た
の
が
懐
か
し
い
。

・
・
・
・
・
・
い
や
、
思
い
出
に
浸
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
の
だ
。

ラ
イ
フ
ル
を
構
え
て
指
示
を
待
つ
。

『
よ
し
、
全
員
δ
チ
ー
ム
を
援
護
し
ろ
！
』

了
解
、
と
応
え
た
は
い
い
が
、
キ
ツ
イ
状
況
だ
。

蟻
と
δ
チ
ー
ム
の
隊
員
達
が
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
で
入
り
交
じ
り
、
何
が
何

だ
か
分
か
ら
な
い
。

と
は
い
え
、
や
る
し
か
な
い
か
。

俺
は
西
側
に
い
た
蟻
の
一
群
に
向
か
っ
て
突
撃
し
た
。
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序
章
・
戦
時
下
 

４
（
後
書
き
）

今
更
で
す
が
、
本
作
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
軽
い
ノ
リ
の
物
語
で
す
ｆ
＾
＿
＾
；

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ



10

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

地球防衛軍
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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